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e1 
#1 G1 = R1/4

095285393-0000-10

ARCALUB-C1.CONNECT-
45-G1/4-IA

#2 G1 = R1/4

095285407-0000-10

ARCALUB-C1.CONNECT-
90-G1/4-IA

#3 –

095291598-0000-10

ARCALUB-C1.CONNECT-
G1/4

#4 G1 = G1/8

083654577-0000-10

ARCALUB-X.TUBEFIT-
G1/8-SAT188W

G1 = G1/4

083654623-0000-10

ARCALUB-X.TUBEFIT-
G1/4-SAT148W

#5 G1 = G3/8

095285806-0000-10

ARCALUB-C1.NIPPLE-
G3/8-G1/4

#6 G1 = G1/8

095285792-0000-10

ARCALUB-C1.NIPPLE-
G1/8-G1/4

G1 = G1/4

095285784-0000-10

ARCALUB-C1.NIPPLE-
G1/4-G1/4

G1 = M6

095286071-0000-10

ARCALUB-C1.NIPPLE-
M6-G1/4

G1 = M8

095286080-0000-10

ARCALUB-C1.NIPPLE-
M8-G1/4

G1 = M8�1

095301585-0000-10

ARCALUB-C1.NIPPLE-
M8X1-G1/4

G1 = M10

095286101-0000-10

ARCALUB-C1.NIPPLE-
M10-G1/4

G1 = M10�1

095286721-0000-10

ARCALUB-C1.NIPPLE-
M10X1-G1/4

G1 = M12

095286730-0000-10

ARCALUB-C1.NIPPLE-
M12-G1/4

G1 = M12�1.5

095286748-0000-10

ARCALUB-C1.NIPPLE-
M12X1,5-G1/4

G1 = UNF1/4

095286756-0000-10

ARCALUB-C1.NIPPLE-
UNF1/4-G1/4

#7 L = 21.5 mm

095285784-0000-10

ARCALUB-C1.NIPPLE-
G1/4-G1/4

L = 35 mm

095285725-0000-10

ARCALUB-C1.EXTEND-
35MM-G1/4

L = 50 mm

095285733-0000-10

ARCALUB-C1.EXTEND-
50MM-G1/4

#8 G1 = G1/4

095287051-0000-10

ARCALUB-C1.TUBEFIT-
G1/4I-SAT148G

#9 G1 = G1/8

083654534-0000-10

ARCALUB-X.TUBEFIT-
G1/8-SAT188G

G1 = G1/4

083654607-0000-10

ARCALUB-X.TUBEFIT-
G1/4-SAT148G

#10 L = 5 000 mm

095285750-0000-10

ARCALUB-C1.HOSE-
8X6-PA12-5M

#11 D = 50 mm

095285377-0000-10

ARCALUB-C1.CLAMP

#12 –

095285385-0000-10

ARCALUB-C1.CLAMP-
MAGNET

#13 G1 = G1/4

095287515-0000-10

ARCALUB-C1.CONNECT-
OIL-VALVE-G1/4

#14 D�L = 25 mm�45 mm

095285334-0000-10

ARCALUB-C1.BRUSH-
25MM-G1/4-G

#15 L = 40 mm

095285342-0000-10

ARCALUB-C1.BRUSH-
40MM-G1/4-G

L = 70 mm

095285350-0000-10

ARCALUB-C1.BRUSH-
70MM-G1/4-G

L = 100 mm

095285369-0000-10

ARCALUB-C1.BRUSH-
100MM-G1/4-G
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#16 –

095285768-0000-10

ARCALUB-C1.MOUNT-
SUPPORT-R1/4

#17 L = 105 mm

095285717-0000-10

ARCALUB-C1.COVER

#18 L = 75 mm

095285741-0000-10

ARCALUB-C1.
FIXING-ANGLE

#19 G1 = R1/4

096691620-0000-10

ARCALUB-C1.
FIXINGSCREW-G1/2-R1/4

#20 G1 = R1/4

095248196-0000-10

ARCALUB-C1.NIPPLE-
GREASE-R1/4

#21 G1 = G1/4

095248170-0000-10

ARCALUB-C1.NIPPLE-
REFILL-G1/4

#22 G1 = R1/4

095248161-0000-10

ARCALUB-C1.NIPPLE-
REFILL-GREASE-R1/4

G1 = R3/8

095248137-0000-10

ARCALUB-C1.NIPPLE-
REFILL-GREASE-R3/8

#23 G1 = G1/4

095285326-0000-10

ARCALUB-
C1.ADAPTERTWIN

#24 –

095287043-0000-10

ARCALUB-C1.SEAL-CAP

#25 –

095286780-0000-10

ARCALUB-C1.PLUG-OIL-
VALVE

#26 –

095286802-0000-10

ARCALUB-C1.SEAL

#27 –

095287523-0000-10

ARCALUB-C1.DRYCELL-
KIT-60
–

095287540-0000-10

ARCALUB-C1.DRYCELL-
KIT-125

#28 –

095166050-0000-10

ARCALUB-C1-60-
REFILLABLE

#29 –

095166076-0000-10

ARCALUB-C1-125-
REFILLABLE
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ユーザーマニュアル
記号

警告
これに従わない場合、死亡または重傷を負う可能性
があります。

注意
これに従わない場合、製品または隣接物に、損傷
または故障が発生します。
法的ガイドライン
このマニュアルの情報は2021年9月の状態を反映
しています。
デバイスの不正改造や不適切な使用は許可されてい
ません。これらの場合、Schaefflerは一切の責任を
負いません。
潤滑装置CONCEPT1は、ATEX指令およびIECExに準
拠して認定されています。製品に対する変更や、
この指令や標準に認定されていない付属品を使用す
ると、この認定が無効となります。

使用目的
自動潤滑装置CONCEPT1は、転がり軸受やすべり
軸受、チェーン、リニアガイドシステム、および
歯車の潤滑に使用されます。

説明
構成部品 uq2:
� ドライブユニット
� スケール
� カバー
� ハウジング
� 圧力室
� ピストン
� 潤滑剤
	 接続部

安全ガイドライン
潤滑装置の接続部を開封せずに運転状態にするこ
とや、潤滑剤の配管が詰まった場合、潤滑装置内の
圧力が約5 barまで上昇することがあります。圧力
が約6 barになると、ハウジングと漏斗の間に設定
された所定の破断箇所が破断する設計となってい
ます。それによりピストン後方の圧力が開放され、
グリースまたは潤滑油はその破断箇所から流出
します。
潤滑装置に潤滑剤を充填する際、潤滑装置が満杯で
あると、ハンドレバーによる圧力（400 bar）で最
大許容圧力に達してしまい、結果として装置を破損
させてしまう可能性があることに注意してくださ
い。
それぞれの用途に応じた防爆要求仕様を満たす認定
付属品のみを、使用することができます。

警告
爆発性雰囲気で使用する場合、潤滑装置の表面に
静電放電や伝播ブラシ放電が生じるリスクがあり
ます。このリスクを最小限に抑えるために、適切な
予防措置を講じる必要があります。
潤滑装置は、湿らせた布のみで清掃してください。
静電気を帯電させる可能性のある空気流の中には、
潤滑装置を設置しないでください。

設置と試運転
接続ホースの最大許容長さは0.5 mで、推奨内径は
6 mm ～ 8 mmです。ホースの一部がつぶされたり
折れたりすることがあってはなりません。ホースの
圧力損失は、最小限に抑える必要があります。
1台の潤滑装置は1つの潤滑ポイントに供給するた
めにのみ使用することができます。分岐は許可され
ていません。
強い振動や高加速度が生じている場所では、取付
サポート治具（#16）を使用する必要があります。
試運転
▸ 潤滑装置に封入される潤滑剤と同じものを、
潤滑ポイントと接続ホースに充填してください 
uq3。

▸ ラベルに次回交換予定日を記載ください uq4。
▸ 給脂期間を設定して、潤滑装置を作動させてくだ
さい。スクリュードライバーまたはコインを使用
して、表に記載の値に従い、給脂期間を設定して
ください uq5。

▸ 潤滑剤の出口（接続部）を開きます。グリースを
充填した潤滑装置では、シーリングキャップを
取り外します。潤滑油を充填した潤滑装置では、
小さな黒い点が見えるようになるまで、突き出た
ニップルのみを切り取ってください uq6。

▸ 潤滑ポイントに潤滑装置をねじ込んで取り付け
ます。付属品も活用ください uq7。

給脂期間の設定
給脂期間、つまり単位時間あたりの給脂量は、ドラ
イブユニットの周囲温度に応じて決まります。

e2 ARCALUB-C1-60

+ ARCALUB-C1-125を使用してください。
‒ 最少給脂可能量未満となっています。

e3 ARCALUB-C1-125

+ 2-WAYアダプタを使用してください。
‒ ARCALUB-C1-60を使用してください。

表に記載の値は、給脂にいかなる制限もない実験室
等の環境下で計算されたものです。給脂期間は、
接続ホースの抵抗や背圧、周囲温度、潤滑油の粘度
に大きく影響されます。
給脂期間設定は、運転中に調整することができま
す。また、潤滑装置自体を完全に停止させることも
できます。
潤滑装置は、まだ完全に空になっていない場合
でも、給脂期間が終わったら交換する必要があり
ます。

起動時間
起動時間とは、潤滑装置を起動してから実際にグ
リースが放出されてくるまでの時間です。この時間
は、設定された給脂期間と周囲温度によって決まり
ます。
例えば+20 °Cの周囲温度と12ヶ月の給脂期間の
場合、起動時間は1週間になります。–20 °Cの
場合、起動時間は倍になります。
起動時間を短縮するために、給脂期間を最初（1～
2日間）は1ヶ月に設定し、後になってから必要な
期間に設定することができます。

初回のグリース充填
▸ プラスチック製の棒などを使用して、ピストンを
接続部に向かって最後まで押します uq8。

▸ 再充填用ニップル（#21または#22）を、グリー
スガンまたはドラムポンプ uq9のノズルに、
ねじ込んで取り付けます。

▸ 再充填ニップルの上に、空の潤滑装置を取り付け
ます uq9。

注意
潤滑装置は6 barを超える圧力に至ると損傷しま
す。潤滑装置が満たされたら、直ちに再充填作業
をやめ、それ以上圧力を上げないでください。
▸ ピストンが完全に押し戻されるまでグリースを潤
滑装置に押し込み、潤滑装置 uq9にエアポ
ケットがないことを確認します。

▸ 潤滑装置をキャップで閉じてください uq10。
▸ Oリングが正しく付いていることを確認し、
ドライブユニットを取り付けます uq11、締付
トルク1.5 Nm ～ 2 Nm。

▸ ドライブユニットの矢印を目盛の「0」に合わせ、
目盛を手で押します uq12。

▸ カバーを手で押してください uq12。
▸ 潤滑剤の名前、製造ロット、充填日をラベルに
記録してください uq13。

初回の潤滑油の充填
▸ プラスチック製の棒などを使用して、ピストン
をドライブユニットに向かって最後まで押し戻し
ます uq14。

▸ 漏斗を利用して、潤滑油を潤滑油出口のふちまで
充填させます uq15。

▸ 黄色のチェックバルブを付けます uq16。
▸ ドライブユニット、スケール、カバーを取り付
け、ラベルに記入してください。初回のグリース
充填を参照 uq11。

グリースまたは潤滑油の再充填
▸ カバーを取り外してください。
▸ 目盛とドライブユニットを取り外して、地域の
規制に準拠して廃棄してください。

警告
爆発性雰囲気の環境にある潤滑装置の場合、清掃中
の帯電により、静電気放電のリスクがあります。
潤滑装置は湿った布でのみ清掃してください。
▸ 潤滑装置を清掃し、損傷がないかチェックしてく
ださい。

▸ 潤滑油を再充填する場合：
新しいチェックバルブを準備してください
（使用済みのバルブを再利用することはできま
せん）。

▸ それ以降の作業内容：
初回充填作業を参照ください。

注意
不適切な潤滑剤（グリースまたは潤滑油）による
故障。Schaefflerが潤滑装置CONCEPT1での使用を
承認した潤滑剤のみを使用してください。
グリースの場合、にじみに対して良好な安定性を備
える基油で、かつ低ちょう度のものを選定してくだ
さい（� NLGI 2）。
潤滑装置CONCEPT1がお客様により充填され、
充填が適切に行われないか、これらの潤滑装置に
対してSchaefflerが承認していない潤滑剤が使用さ
れた場合、潤滑装置の不作動または故障に関して
Schaefflerに対してお客様からの請求内容は無効と
されます。ご質問がある場合は、Schaefflerにお問
い合わせください。

潤滑剤の概要
あらかじめ潤滑剤が封入されている潤滑装置には、
Schaefflerが提供する高性能のArcanol潤滑剤が
充填されています。

e4 

1) ARCALUB-C1-125 用のみ。

• 潤滑剤安全データシート
‒ www.schaeffler.de/sds

• 潤滑剤技術データシート
‒ www.schaeffler.de/std/1F42

潤滑剤が弊社潤滑装置に適しているかどうかにつ
いてご質問がある場合は、Schaefflerにご相談くだ
さい。
• Eメール：info-japan@schaeffler.com

技術データ
e5 

温度 給脂期間（月）
1 3 6 9 12

給脂量（cm3/日）
2 0.67 0.33 0.22 0.17

°C 設定
–20 + 2 4 6.5 8

+4 + 2.5 5.5 9 10.5

+20 1 3 6 9 12

+40 1 3 6.5 9.5 ‒
+55 1 3.5 7 10.5 ‒

温度 給脂期間（月）
1 3 6 9 12

給脂量（cm3/日）
4.17 1.39 0.69 0.46 0.35

°C 設定
–20 + 2 4 6.5 8.5

+4 + 2.5 5.5 8 10.5

+20 1 3 6 9 12

+40 1 3 6.5 9.5 ‒
+55 1 3.5 7 10 ‒

潤滑剤 適用
Arcanol MULTI2 外径62 mmまでの転がり軸受用汎用

グリース
Arcanol MULTITOP 転がり軸受・ころ軸受用の汎用 グ

リース（広範囲温度対応）
Arcanol LOAD1501) 高めの負荷用グリース
Arcanol LOAD220 高負荷用グリース
Arcanol LOAD400 超高負荷用グリース（NLGI 2）
Arcanol LOAD4601) 超高負荷用グリース（NLGI 1）
Arcanol TEMP110 高温用グリース
Arcanol FOOD2 食品産業用グリース
Arcanol CHAIN-OIL チェーンオイル
Arcanol FOOD-OIL1) 食品産業用チェーンオイル

項目 仕様
駆動システム 水素ガス発生電池 （ドライエレメント）
動作圧力 � 5 bar

給脂期間設定 1 ヶ月 ～ 12 ヶ月
動作温度 –20 °C～ +55 °C（周囲温度）
保護等級 IP68

保管期間 2 年（製造日より）
保管温度 +15 °C ～ +25 °C

質量 最大 設計 60 cm3：� 115 g
125 cm3：� 190 g

空 設計 60 cm3：� 60 g
125 cm3：� 75 g

廃棄
警告

不適切に廃棄すると爆発のリスクがあります。裸火
や過剰な熱にドライブユニットを決してさらさない
でください。
▸ 空となった装置を解体し、地域の規制に準拠して
廃棄してください uq17。

認証
e6 

q18 EU適合宣言書

付属品
#1 接続アダプタ、45°
#2 接続アダプタ、90°
#3 接続アダプタ（ドラムポンプの充填ノズルと充

填ニップル#22の間）
#4 ホースコネクタ、回転可能
#5 接続ニップル
#6 縮小ニップル
#7 延長配管
#8 ホースコネクタ、ホース� 8 mm用
#9 ホースコネクタ、ホース� 8 mm用
#10 ホース（未充填、透明）
#11保持クリップ、潤滑装置保持用
#12マグネット、保持クリップ用
#13チェックバルブ、G1/4
#14ブラシ、丸形、25 mm
#15食品産業用ブラシ、コネクタ付き
#16取付サポート治具、潤滑装置用
#17保護カバー、取付サポート治具用
#18 固定角度（取付サポート治具（#16）または固

定ニップル（#19）用）
#19 固定ニップル
#20 潤滑ニップル（グリースダクトの潤滑および充

填用）
#21 充填ニップル（グリースガンによる潤滑装置の

充填用）
#22 充填ニップル（ドラムポンプによる潤滑装置の

充填用）
#23 2-WAYアダプタ（給脂量または給脂時間の増培

用）
#24 シールキャップ（プラスチック）
#25 チェックバルブプラグ（プラスチック）
#26 シールリング（プラスチック）
#27 再充填セット（ドライブユニット、スケール、

シールキャップ、粘着ラベルを含む）
#28 自動潤滑装置（60 cm3）
#29 自動潤滑装置（125 cm3）

シェフラージャパン株式会社
〒240-0005
神奈川県横浜市保土ヶ谷区神戸町134
横浜ビジネスパーク
シェフラーR&Dセンター・ビル
日本
www.schaeffler.co.jp
info-japan@schaeffler.com
Tel.: +81 45 287 9001

すべての情報は、当社が慎重に編集し、確認していますが、完全な正
確性を保証するものではありません。また、内容について予告なく変
更および修正を加えることがあります。このため、より新しい情報ま
たは修正された情報が入手可能かどうかを常に確認してください。
本マニュアルの内容は、旧マニュアルからのすべての逸脱する情報よ
りも優先されます。抜粋を含む本マニュアルの複製および印刷は、
当社の承認を得た場合にのみ許可されます。

KO

사용자 설명서 정보
기호

경고
이러한 주의를 따르지 않을 경우 사망이나 심각한 
부상이 발생할 수 있습니다.
주의

이러한 주의를 따르지 않을 경우 제품이나 주변 
구조물이 손상되거나 기능 불량이 발생할 수 
있습니다.
법률 지침
본 설명서의 정보는 2021년 9월 기준으로 
작성되었습니다.
장치 무단 개조나 부적절한 사용은 허용되지 
않습니다. 이러한 경우 Schaeffler는 어떠한 책임도 
지지 않습니다.
윤활 장치 CONCEPT1은 ATEX 지침 및 IECEx 에 따라 
인증되었습니다. 제품을 변경하거나 이 지침 또는 
표준에 따라 인증되지 않은 부속품을 사용하면 이 
인증이 무효화됩니다.

사용 목적
자동 윤활 장치 CONCEPT1 은 롤링 베어링 및 플레인 
베어링, 체인, 가이드 시스템, 개방형 기어박스를 
윤활하는 데 사용됩니다.

설명
부품 uq2:
� 드라이브 유닛
� 스케일
� 커버
� 하우징
� 압력 챔버
� 피스톤
� 윤활제
	 토출구

안전 지침
윤활 장치를 개방하지 않고 운전하거나 윤활 장치 
덕트가 막힌 상태로 작동하면 윤활 장치의 압력은 약 
5 bar 까지 증가할 수 있습니다. 압력이 6 bar 부근까지  
증가하면 윤활 장치의 하우징 내부에 미리 정해진 
부위에서 파손이 일어나게 됩니다. 지정 부위 파손 
이후 피스톤 내부의 압력이 감소하고 그리스나 오일이 
파손된 부위를 통해 유출될 수 있습니다.
윤활제 충전 시, 완충 상태에서 수동 레버를 누를 경우 
압력이 증가하며 최대 압력 (400 bar) 에 도달하면 
파손될 수도 있음을 유념하시기 바랍니다.
각 적용 분야의 방폭에 대한 요구 사항이 포함된 
인증을 받은 부속품만 사용할 수 있습니다.

경고
폭발이 일어나기 쉬운 대기 환경에 적용할 경우 
정전기 또는 브러쉬에 의한 방전이 윤활 장치의 
표면에 전달이 될 수 있는 위험이 있습니다. 이러한 
위험을 최소화하려면 적절한 예방 조치를 취해야 
합니다.
윤활 장치는 젖은 천으로만 청소하십시오.
윤활 장치에 정전하가 발생할 수 있으므로 공기가 
흐르는 곳에 노출시키지 마십시오.

설치 및 시운전
허용되는 연결 호스의 최대 길이는 0.5 m 이며 
권장되는 내경은 6 mm ~ 8 mm 입니다. 수축되거나 
예각을 이루지 않도록 해야 하며, 라인 저항을 
최소화해야 합니다.
윤활 장치는 장착이 필요한 위치에 분배없이 하나로 
연결되어야 합니다.
강한 진동이나 높은 가속이 발생할 경우 장착 지지 
부품 (#16) 을 사용해야 합니다.
시운전:
▸ 윤활 장치에 들어 있는 것과 동일한 윤활제로 윤활 

위치와 모든 공급 라인을 채웁니다 uq3.
▸ 레이블에 다음 교체일을 기입합니다 uq4.
▸ 토출 시간을 설정하여 윤활 장치를 활성화합니다. 

스크루 드라이버나 동전을 사용하여 표의 데이터에 
따라 드라이브 유닛의 토출 시간을 설정합니다 
uq5.

▸ 윤활제 토출구를 엽니다. 윤활 장치가 그리스로 
충전된 경우 씰링 캡을 제거해야 합니다. 윤활 
장치가 오일로 충전된 경우 작은 검은색 점이 보일 
때까지만 돌출된 니플을 잘라냅니다 uq6.

▸ 윤활 장치를 윤활 위치에 돌려 끼웁니다. 필요한 
경우 부속품을 사용합니다 uq7.

토출 시간 설정
토출 시간과 이에 따른 토출량은 드라이브 유닛의 
주변 온도에 따라 설정됩니다.
e7 ARCALUB-C1-60

+ ARCALUB-C1-125 를 사용하십시오.
‒ 가능한 최소 토출량에 도달했습니다.

e8 ARCALUB-C1-125

+ 2 단 어댑터를 사용하십시오.
‒ ARCALUB-C1-60 를 사용하십시오.

값은 방전 제한이 없는 실험실 조건에서 
계산되었습니다. 토출 시간은 특히 저항과 파이프 
시스템의 배압, 주변 온도, 윤활제의 점도에 영향을 
받습니다.
토출 시간은 운전 중에 조정할 수 있으며, 필요에 따라 
윤활 장치의 작동을 완전히 정지시킬 수 있습니다. 
윤활 장치는 토출 시간이 끝나면 완전히 비지 
않았더라도 교체해야 합니다.

機関 認証
TÜV SÜD Product Service 
GmbH（ドイツ）

ご要望に応じます

DEKRA Certification B.V.
（オランダ）

DEKRA 20ATEX0032X

IECEx DEK 21.0038X

II 1G Ex ia IIC T6 Ga

II 1D Ex ia IIIC T20080 °C Da

I M1 Ex ia I Ma

00
17

EC
25

00
17
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25

온도 토출시간 (개월)

1 3 6 9 12

토출량 (cm3/d)

2 0.67 0.33 0.22 0.17

°C 설정
–20 + 2 4 6.5 8

+4 + 2.5 5.5 9 10.5

+20 1 3 6 9 12

+40 1 3 6.5 9.5 –
+55 1 3.5 7 10.5 –

온도 토출시간 (개월)

1 3 6 9 12

토출량 (cm3/d)

4.17 1.39 0.69 0.46 0.35

°C 설정
–20 + 2 4 6.5 8.5

+4 + 2.5 5.5 8 10.5

+20 1 3 6 9 12

+40 1 3 6.5 9.5 –
+55 1 3.5 7 10 –



시동 시간
시동 시간은 작동과 초기 그리스 토출 사이의 
기간입니다. 이 기간은 설정된 토출 시간과 주변 
온도에 따라 달라집니다.
예를 들어 주변 온도가 +20 °C 이며 설정된 토출 
시간이 12 개월인 경우 시동 시간은 1주가 됩니다. 
–20 °C 에서는 시동 시간이 두 배로 증가합니다.
시동 시간을 줄이려면 초기에 (1 ~ 2 일 동안) 분사 
기간을 1개월로 설정해야 하며, 이후에 필요한 
기간으로 설정할 수 있습니다.

그리스 초기 충전
▸ 플라스틱 로드 등을 사용하여 피스톤을 배출구의

열린 부분 끝까지 밀어냅니다 uq8.
▸ 리필 니플 (#21 또는 #22) 을 그리스 건이나 드럼 

펌프의 충전 노즐에 돌려 끼웁니다 uq9.
▸ 빈 윤활 장치를 리필 니플 위에 놓습니다uq9.
주의

윤활 장치에 6 bar 이상의 압력이 가해지면 
파손됩니다. 윤활 장치가 완전히 충전되면 즉시 충전 
공정을 중지하고 더이상 압력을 높이지 마십시오.
▸ 피스톤이 뒤로 완전히 밀릴 때까지 그리스를 윤활

장치에 밀어 넣어 윤활 장치에 에어 포켓이 없도록 
합니다 uq9.

▸ 씰링 캡으로 윤활 장치를 닫습니다 uq10.
▸ O-링이 올바르게 고정되도록 드라이브 유닛을

돌립니다 uq11.
조임 토크: 1.5 Nm ~ 2 Nm.

▸ 드라이브 유닛의 화살표로 스케일을 “0” 표시에
맞춘 다음 손으로 스케일을 누릅니다 uq12.

▸ 손으로 커버를 누릅니다 uq12.
▸ 윤활제 이름, 배치, 충전 날짜를 레이블에

기록합니다 uq13.

오일 초기 충전
▸ 플라스틱 로드 등을 사용하여 피스톤을 구동 

유닛의 맨 뒤까지 밀어냅니다 uq14.
▸ 깔때기를 사용하여 오일을 배출구의 열린 부분

아래쪽 가장자리까지 충전합니다 uq15.
▸ 노란색 체크 밸브 플러그를 끼웁니다 uq16.
▸ 드라이브 유닛, 스케일, 커버를 끼우고 레이블에 

표시합니다.
그리스 초기 충전uq11.

그리스 또는 오일 재충전
▸ 커버를 제거합니다.
▸ 스케일과 드라이브 유닛을 분해하고 현지 규정에

따라 폐기합니다.
경고

폭발이 일어나기 쉬운 대기환경에서 청소하는 동안 
정전하로 인해 윤활 장치에 정전기 방전이 일어날 
위험이 있습니다. 윤활 장치는 젖은 천으로만 
청소하십시오.
▸ 윤활 장치를 청소한 후 있을 수 있는 손상을

확인하십시오.
▸ 오일 재충전 시:

새 체크 밸브 플러그를 준비합니다
(사용한 플러그를 재사용하면 안 됩니다).

▸ 추가 절차:
초기 충전과 동일합니다.

주의
적합하지 않은 윤활제 (그리스 또는 오일) 로 인한 
불량. 윤활 장치 CONCEPT1 에는 Schaeffler 에서 
승인한 윤활제만 사용하십시오. 기유의 누출이 
발생하거나 점도 등급이 낮은 (� NLGI 2) 그리스가 
아닌 안정적인 그리스를 사용하십시오.
고객이 윤활 장치 CONCEPT1 을 충전했으며 충전이 
올바르게 수행되지 않았거나 Schaeffler 에서 이러한 
윤활 장치에 대해 승인하지 않은 윤활제를 사용한 
경우 윤활 장치 고장이나 불량과 관련하여 고객이 
Schaeffler 에 제시하는 보증이나 기타 권리 주장은 
무시됩니다. 궁금한 사항이 있을 경우 Schaeffler 에 
문의하십시오.

윤활제 개요
사전에 충전된 윤활 장치는 Schaeffler 가 제공하는 
고성능 Arcanol 윤활제로 충전되어 있습니다.
e9 

1) ARCALUB-C1-125 전용.

• 윤활제 안전 데이터 시트:
– www.schaeffler.de/sds

• 윤활제 기술 데이터 시트:
– www.schaeffler.de/std/1F42

윤활제가 윤활 장치에 적합한지 확실하지 않으면 다음 
주소로 Schaeffler 에 문의하십시오.
• 이메일: industry4.0_korea@schaeffler.com

기술 데이터
e10 

폐기
경고

잘못 폐기할 시 폭발 위험이 있습니다. 드라이브 
유닛을 화염 또는 과도한 열기에 노출시키지 
마십시오.
▸ 비어 있는 장치를 분해하고 현지 규정에 따라 

폐기하십시오, uq17.

인증
e11 

q19 EU 적합성 선언

부속품
#1 연결 부품, 45°
#2 연결 부품, 90°
#3 연결 부품, 드럼 펌프의 충전 노즐과 리필 

니플 #22 사이
#4 호스 커넥터, 회전식
#5 연결 니플
#6 감소 니플
#7 확장부
#8 호스 커넥터, � 8 mm 호스용
#9 호스 커넥터, � 8 mm 호스용
#10 호스, 채워지지 않음, 투명
#11 고정 클램프, 윤활 장치용
#12 자석 베이스, 고정 클램프용
#13 체크 밸브, G1/4
#14 브러시, 원형, 25 mm
#15 식품 산업용 브러시, 상단에 커넥터 장착
#16 장착 지지 부품, 윤활 장치용
#17 보호 커버, 윤활 장치용
#18 고정 앵글, 장착 지지 부품 (#16) 또는 고정 니플 

(#19)용
#19 고정 니플
#20 윤활 니플, 그리스 덕트 윤활 및 충전용
#21 리필 니플, 그리스 건으로 윤활 장치 충전용
#22 리필 니플, 드럼 펌프로 윤활 장치 충전용
#23 2단 어댑터, 토출량 또는 토출 시간 배가용
#24 씰링 캡, 플라스틱
#25 체크 밸브 플러그, 플라스틱
#26 씰링 링, 플라스틱
#27 재충전 세트, 드라이브 유닛, 스케일, 씰링 캡, 

접착 레이블 포함
#28 자동 윤활 장치, 60 cm3

#29 자동 윤활 장치, 125 cm3

셰플러코리아
서울시 종로구 종로 1 (종로1가)
교보생명빌딩 14층 (우) 03154
대한민국
www.schaeffler.kr
kwanghyun.kim@schaeffler.com
전화 +82 2 311-3097

모든 정보는 신중하게 편집되고 확인되었지만 완전한 정확성을 보장할 
수는 없습니다. 당사는 수정할 권리를 보유합니다. 따라서 더 많은 최신 
정보나 수정된 정보가 있는지 항상 확인하시기 바랍니다. 이 발행물은 
이전 발행물에서 제공하는 정보 범위를 벗어난 모든 정보를 대체합니다. 
발췌본을 포함한 인쇄는 당사의 허가를 받은 경우에만 허용됩니다.

윤활제 사용
Arcanol MULTI2 외경이 최대 62 mm 인 볼 베어링용 

다용도 그리스
Arcanol MULTITOP 볼 및 롤러 베어링용 다용도 그리스

(넓은 온도 범위)
Arcanol LOAD1501) 증가하중용 그리스
Arcanol LOAD220 고하중용 그리스
Arcanol LOAD400 초고하중용 그리스 (NLGI 2)
Arcanol LOAD4601) 초고하중용 그리스 (NLGI 1)
Arcanol TEMP110 고온용 그리스
Arcanol FOOD2 식품 산업용 그리스
Arcanol CHAIN-OIL 체인 오일
Arcanol FOOD-OIL1) 식품 산업용 체인 오일

이름 값
드라이브 시스템 수소 가스 개발 셀 (건조 엘리먼트)
작동 압력 � 5 bar

설정 매 1 개월 ~ 12 개월
작동 온도 –20 °C ~ +55 °C (주변 온도)
보호 등급 IP68

보관 기간 2 년(생산일로부터)
보관 온도 +15 °C ~ +25 °C

질량 최대 설계 60 cm3: �115 g
125 cm3: �190 g

비어 있음 설계 60 cm3: �60 g
125 cm3: �75 g

기관 인증
TÜV SÜD 제품 서비스 GmbH, 
독일

별도 협의

DEKRA 인증 B.V.,
네덜란드

DEKRA 20ATEX0032X

IECEx DEK 21.0038X

II 1G Ex ia IIC T6 Ga

II 1D Ex ia IIIC T20080°C Da

I M1 Ex ia I Ma
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คําแนะนําเก่ียวกับคู่มือการใช้งาน
สัญลักษณ์

คําเตือน!
หากไม่ปฏิบัติตามอาจทําให้เสียชีวิตหรือบาดเจ็บสาหัส
ได้!

ข้อควรระวัง
หากไม่ปฏิบัติตามจะทําให้ผลิตภัณฑ์หรือโครงสร้างโดย
รอบได้รับความเสียหายหรือทํางานขัดข้อง!
ประกาศทางกฎหมาย
ข้อมูลในคู่มือเล่มน้ีอ้างอิงสถานะ ณ เดือนกันยายน 
2021
ไม่อนุญาตให้ดัดแปลงอุปกรณ์โดยไม่ได้รับอนุญาตหรือ
ใช้งานอุปกรณ์อย่างไม่เหมาะสม Schaeffler จะไม่รับผิด
ชอบใดๆ ในกรณีดังกล่าว
อุปกรณ์จ่ายสารหล่อล่ืน CONCEPT1 ได้รับการรับรอง
ตามมาตรฐาน ATEX และ IECEx การดัดแปลงผลิตภัณฑ์
หรือการใช้อุปกรณ์เสริมท่ีไม่ได้รับการรับรองตาม
มาตรฐานจะทําให้การรับรองน้ีเป็นโมฆะ

การใช้งานตามวัตถุประสงค์
อุปกรณ์จ่ายสารหล่อล่ืน CONCEPT1 แบบอัตโนมัติใช้
สําหรับการหล่อล่ืนแบร่ิงแบบเม็ดลูกกล้ิงและแบ
ร่ิงสไลด์ โซ่ ระบบนําทาง และชุดเกียร์แบบเปิด

คําอธิบาย
ส่วนประกอบ uq2:
� ส่วนขับดัน
� สเกล
� ฝาครอบ
� ตัวเรือน
� ช่องความดัน
� ลูกสูบ
� สารหล่อล่ืน
	 ช่องจ่ายสารหล่อล่ืน

คําแนะนําด้านความปลอดภัย
หากนําอุปกรณ์จ่ายสารหล่อล่ืนไปใช้งานโดยท่ียังไม่เปิด
หรือท่อสารหล่อล่ืนอุดตัน แรงดันในอุปกรณ์จ่ายสาร
หล่อล่ืนสามารถเพ่ิมข้ึนได้ถึงประมาณ 5 bar อุปกรณ์
จ่ายสารหล่อล่ืนจะแตกในจุดแตกหักท่ีถูกออกแบบไว้
ระหว่างตัวเรือนและกรวยท่ีแรงดันประมาณ 6 bar แรง
ดันหลังลูกสูบจะลดลง ซ่ึงจาระบีหรือน้ํามันหล่อล่ืน
สามารถไหลออกจากจุดแตกหักท่ีถูกออกแบบไว้ได้
 โปรดระมัดระวัง อุปกรณ์อาจเสียหายได้ในระหว่างการ
เติมสารหล่อล่ืนด้วยเคร่ืองอัดแบบคันโยก หากสารหล่อ
ล่ืนเต็มความจุแล้วและยังคงอัดสารหล่อล่ืนต่อจนแรง
ดันเกินค่าสูงสุดท่ีอุปกรณ์รับได้ (400 bar)
อนุญาตให้ใช้เฉพาะอุปกรณ์เสริมท่ีได้รับการรับรองตาม
มาตรฐานซ่ึงครอบคลุมข้อกําหนดด้านการป้องกันการ
ระเบิดสําหรับการใช้งานท่ีเก่ียวข้องเท่าน้ัน

คําเตือน!
ในการใช้งานในสภาพแวดล้อมท่ีมีบรรยากาศจุดติดไฟ
ได้ จะมีความเส่ียงต่อการปลดปล่อยไฟฟ้าสถิตหรือการ
ปลดปล่อยไฟฟ้าสถิตแบบ Propagating brush 
discharges บนพ้ืนผิวของอุปกรณ์จ่ายสารหล่อล่ืน จะ
ต้องใช้มาตรการป้องกันท่ีเหมาะสมเพ่ือลดความเส่ียงน้ี!
ทําความสะอาดอุปกรณ์จ่ายสารหล่อล่ืนด้วยผ้า
หมาด เท่าน้ัน!
ห้ามให้อุปกรณ์จ่ายสารหล่อล่ืนสัมผัสกับกระแสลม ซ่ึง
อาจนําไปสู่การสะสมไฟฟ้าสถิตของอุปกรณ์จ่ายสาร
หล่อล่ืน!

การติดต้ังและการเริ่มใช้งาน
ความยาวสูงสุดท่ีอนุญาตของสายเช่ือมต่อคือ 0.5 m 
ซ่ึงเส้นผ่าศูนย์กลางภายในท่ีแนะนําคือ 6 mm ถึง 8 mm 
ไม่อนุญาตให้ลดขนาดหรือทํามุมแหลม ความเสียดทาน
ภายในสายจะต้องลดให้มากท่ีสุด
จะต้องใช้อุปกรณ์จ่ายสารหล่อล่ืนหน่ึงตัวต่อจุดรับสาร
หล่อล่ืนเพียงแค่ จุดเดียว เท่าน้ัน ไม่อนุญาตให้แยกจ่าย
หลายจุด
ต้องใช้อุปกรณ์จับยึดในการติดต้ัง (#16) เม่ือมีการส่ัน
สะเทือนท่ีรุนแรงหรือการเร่งความเร็วสูง
การเร่ิมใช้งาน:
▸ เติมจุดรับสารหล่อล่ืนและท่อจ่ายท้ังหมด ด้วยสาร

หล่อล่ืนชนิดเดียวกันกับท่ีมีอยู่ในอุปกรณ์จ่ายสาร
หล่อล่ืน uq3

▸ ระบุวันท่ีการเปล่ียนอุปกรณ์รอบถัดไปบน
ฉลาก uq4

▸ เปิดใช้งานอุปกรณ์จ่ายสารหล่อล่ืนโดยต้ังระยะเวลา
ในการจ่าย และใช้ไขควงหรือเหรียญเพ่ือต้ังระยะเวลา
ในการจ่ายบนส่วนขับดันตามข้อมูลในตาราง uq5

▸ เปิดช่องจ่ายสารหล่อล่ืน สําหรับอุปกรณ์จ่ายสารหล่อ
ล่ืนท่ีเติมด้วยจารบี จะต้องถอดฝาปิด สําหรับอุปกรณ์
จ่ายสารหล่อล่ืนท่ีเติมด้วยน้ํามัน ให้ตัดเฉพาะหัวอัดท่ี
ย่ืนออกมาจนกว่าจะมองเห็นจุดเล็กๆ สีดํา uq6

▸ ยึดสกรูอุปกรณ์จ่ายสารหล่อล่ืนบนจุดรับสารหล่อ
ล่ืน ใช้ช้ินส่วนอุปกรณ์เสริม หากจําเป็น uq7

การต้ังระยะเวลาในการจ่าย
ระยะเวลาและปริมาณในการจ่ายจะได้รับการต้ังค่าบน
ส่วนขับดันโดยข้ึนอยู่กับอุณหภูมิโดยรอบ
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+ โปรดใช้ ARCALUB-C1-125

‒ ถึงปริมาณในการจ่ายท่ีน้อยท่ีสุดเท่าท่ีจะเป็นไปได้แล้ว
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+ โปรดใช้ข้อต่อ2ทางร่วม

‒ โปรดใช้ ARCALUB-C1-60

ค่าน้ีได้รับการคํานวณภายใต้สภาวะห้องปฏิบัติการท่ีมี
การจ่ายสารหล่อล่ืนได้อย่างไม่มีข้อจํากัดอย่างไรก็
ตาม ระยะเวลาในการจ่ายข้ึนอยู่กับความต้านทานและ
แรงดันย้อนกลับในระบบท่อ อุณหภูมิโดยรอบและความ
หนืดของสารหล่อล่ืน
สามารถปรับระยะเวลาในการจ่ายหรือปิดอุปกรณ์จ่าย
สารหล่อล่ืนได้ในระหว่างการใช้งาน
จะต้องเปล่ียนอุปกรณ์จ่ายสารหล่อล่ืนเม่ือส้ินสุดระยะ
เวลาในการจ่าย ถึงแม้ว่าสารหล่อล่ืนจะยังไม่หมดก็ตาม

ช่วงเวลาเร่ิมต้น
ช่วงเวลาเร่ิมต้นคือช่วงเวลาระหว่างการเปิดใช้งานและ
การจ่ายสารหล่อล่ืนคร้ังแรก ซ่ึงข้ึนอยู่กับระยะเวลาใน
การจ่ายท่ีต้ังไว้และอุณหภูมิโดยรอบ
ตัวอย่างเช่น ในอุณหภูมิโดยรอบท่ี +20 °C และระยะเวลา
ในการจ่ายท่ีต้ังค่าไว้ท่ี 12 เดือน ช่วงเวลาเร่ิมต้นจะใช้
เวลาหน่ึงอาทิตย์ ช่วงเวลาเร่ิมต้นจะเพ่ิมข้ึนสองเท่าท่ี
อุณหภูมิ –20 °C
เพ่ือลดช่วงเวลาเร่ิมต้น สามารถต้ังระยะเวลาในการจ่าย
ได้ (เป็นเวลาหน่ึงถึงสองวัน) เป็นหน่ึงเดือนในข้ันต้นและ
หลังจากน้ันจึงต้ังเป็นระยะเวลาท่ีต้องการ

การเติมจาระบีคร้ังแรก
▸ ดันลูกสูบไปทางช่องจ่ายจนสุด ซ่ึงสามารถใช้ แท่ง

พลาสติก เป็นต้น uq8
▸ ขันดุมสกรูสําหรับเติมสารหล่อล่ืน (#21 หรือ #22) เข้า

กับปืนอัดจาระบีหรือหัวจ่ายสารหล่อล่ืนของป๊ัมสูบ
จากถัง uq9

▸ ติดต้ังอุปกรณ์จ่ายสารหล่อล่ืนเปล่าเข้ากับดุมสกรู
สําหรับเติมสารหล่อล่ืนเติมเพ่ิม uq9

ข้อควรระวัง
อุปกรณ์จ่ายสารหล่อล่ืนจะเสียหายท่ีแรงดันต้ังแต่ 6 bar 
เม่ือเติมอุปกรณ์จ่ายสารหล่อล่ืนจนเต็มแล้ว ให้หยุดข้ัน
ตอนการเติมทันทีและห้ามเพ่ิมแรงดันเกินกว่าน้ี!
▸ อัดจาระบีเข้าสู่อุปกรณ์จ่ายสารหล่อล่ืนจนกว่าลูกสูบ

จะดันกลับไปจนสุดโดยขณะอัดจาระบีต้องระมัดระวัง
ไม่ให้มีอากาศค้างอยู่ในสารหล่อล่ืน uq9

▸ ปิดอุปกรณ์จ่ายสารหล่อล่ืนด้วยฝาปิด uq10
▸ ขันสกรูส่วนขับดันเข้ากับอุปกรณ์ และตรวจสอบ

ตําแหน่งท่ีถูกต้องของโอริง uq11,
แรงบิดในการขัน: 1.5 Nm ถึง 2 Nm

▸ จัดแนวเคร่ืองหมาย “0” ของสเกลบนปลายลูกศร
ของส่วนขับดันและกดสเกลด้วยมือ uq12

▸ กดฝาครอบด้วยมือ uq12
▸ บันทึกช่ือสารหล่อล่ืน แบทช์และวันท่ีเติมบน

ฉลาก uq13

การเติมน้ํามันคร้ังแรก
▸ ดันลูกสูบไปทางส่วนขับดันจนสุด ซ่ึงสามารถใช้ แท่ง

พลาสติก เป็นต้น uq14
▸ เติมน้ํามันจนถึงขอบล่างของช่องจ่ายด้วยการใช้

กรวย uq15
▸ ใส่ล้ินวาล์วกันกลับสีเหลือง uq16
▸ ติดต้ังส่วนขับดัน สเกลและฝาครอบ รวมท้ังเขียนบน

ฉลาก:
ดําเนินการเช่นเดียวกันกับการเติมจาระบีคร้ัง
แรก, ต้ังแต่ uq11

การเติมจาระบีหรือน้ํามันอีกคร้ัง
▸ ถอดฝาครอบออก
▸ ถอดสเกลและส่วนขับดันออก แล้วกําจัดท้ิงตามข้อ

บังคับในท้องถ่ิน

คําเตือน!
มีความเส่ียงต่อการปลดปล่อยไฟฟ้าสถิตจากอุปกรณ์
จ่ายสารหล่อล่ืนในสภาพแวดล้อมท่ีมีบรรยากาศจุดติด
ไฟได้ เน่ืองจากการสะสมไฟฟ้าสถิตระหว่างการทําความ
สะอาด! ทําความสะอาดอุปกรณ์จ่ายสารหล่อล่ืนด้วยผ้า
หมาด เท่าน้ัน!
▸ ทําความสะอาดอุปกรณ์จ่ายสารหล่อล่ืนและตรวจหา

ความเสียหายท่ีอาจเป็นไปได้
▸ เม่ือเติมน้ํามันอีกคร้ัง:

เตรียมล้ินวาล์วกันกลับใหม่ให้พร้อม
(ห้ามใช้ล้ินวาล์วท่ีใช้งานแล้วอีกคร้ัง)

▸ ข้ันตอนอ่ืนๆ:
เช่นเดียวกันกับการเติมคร้ังแรก

ข้อควรระวัง
อุปกรณ์จ่ายสารหล่อล่ืนจะทํางานบกพร่องหากใช้สาร
หล่อล่ืนท่ีไม่เหมาะสม ไม่ว่าจะเป็นจาระบีหรือน้ํามัน!
ให้ใช้เฉพาะสารหล่อล่ืนท่ีได้รับการรับรองจาก Schaeffler 
เพ่ือใช้งานกับอุปกรณ์จ่ายสารหล่อล่ืน CONCEPT1 เท่า
น้ัน! ตรวจสอบให้แน่ใจว่า ในจาระบีมีความเสถียรอย่าง
มากต่อการไหลออกของน้ํามันพ้ืนฐานและระดับความ
เหนียวข้นต่ํา (� NLGI 2)!
ตราบใดท่ีลูกค้าเติมอุปกรณ์จ่ายสารหล่อล่ืน CONCEPT1 
ด้วยตัวเองและไม่ได้ดําเนินการเติมอย่างถูกต้องหรือใช้
สารหล่อล่ืนท่ีไม่ได้รับการรับรองจาก Schaeffler สําหรับ
อุปกรณ์จ่ายสารหล่อล่ืนเหล่าน้ี การรับประกันหรือข้อ
เรียกร้องอ่ืนๆ ท่ีลูกค้าทํากับ Schaeffler ท่ีเก่ียวข้องกับ
การทํางานขัดข้องหรือความผิดปกติในการทํางานของ
อุปกรณ์จ่ายสารหล่อล่ืนจะไม่เป็นผล หากมีข้อ
สงสัย กรุณาติดต่อ Schaeffler

รายละเอียดโดยรวมของสารหล่อล่ืน
อุปกรณ์จ่ายสารหล่อล่ืนแบบเติมสารหล่อล่ืนมาให้แล้ว
ได้รับการเติมด้วยสารหล่อล่ืน Arcanol ท่ีมีประสิทธิภาพ
สูงของ Schaeffler
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1) สําหรับ ARCALUB-C1-125 เท่าน้ัน

• เอกสารข้อมูลด้านความปลอดภัยของสารหล่อล่ืน:
– www.schaeffler.de/sds

• เอกสารข้อมูลทางเทคนิคของสารหล่อล่ืน:
– www.schaeffler.de/std/1F42

หากไม่แน่ใจว่าสารหล่อล่ืนเหมาะกับอุปกรณ์จ่ายสาร
หล่อล่ืนหรือไม่ โปรดสอบถาม Schaeffler ท่ี:
• อีเมล: info.de@schaeffler.com

ข้อมูลทางเทคนิค
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อุณหภูมิ ระยะเวลาในการจ่ายเป็นเดือน
1 3 6 9 12

ปริมาณในการจ่ายเป็น cm3/d

2 0.67 0.33 0.22 0.17

°C การต้ังค่า
–20 + 2 4 6.5 8

+4 + 2.5 5.5 9 10.5

+20 1 3 6 9 12

+40 1 3 6.5 9.5 –
+55 1 3.5 7 10.5 –

อุณหภูมิ ระยะเวลาในการจ่ายเป็นเดือน
1 3 6 9 12

ปริมาณในการจ่ายเป็น cm3/d

4.17 1.39 0.69 0.46 0.35

°C การต้ังค่า
–20 + 2 4 6.5 8.5

+4 + 2.5 5.5 8 10.5

+20 1 3 6 9 12

+40 1 3 6.5 9.5 –
+55 1 3.5 7 10 –

สารหล่อล่ืน การใช้งาน
Arcanol MULTI2 จาระบีอเนกประสงค์สําหรับตลับลูกปืน

เม็ดกลมท่ีมีขนาดเส้นผ่าศูนย์กลางภาย
นอกไม่เกิน 62 mm

Arcanol MULTITOP จาระบีอเนกประสงค์สําหรับตลับลูกปืน
แบบเม็ดกลมและตลับลูกปืนแบบลูก
กล้ิง (รองรับช่วงอุณหภูมิท่ีกว้างข้ึน)

Arcanol LOAD1501) จาระบีสําหรับช่วงโหลดกว้าง
Arcanol LOAD220 จาระบีสําหรับโหลดสูง
Arcanol LOAD400 จาระบีสําหรับโหลดสูงมาก (NLGI 2)
Arcanol LOAD4601) จาระบีสําหรับโหลดสูงมาก (NLGI 1)
Arcanol TEMP110 จาระบีสําหรับอุณหภูมิสูง
Arcanol FOOD2 จาระบีสําหรับอุตสาหกรรมอาหาร
Arcanol CHAIN-OIL น้ํามันโซ่
Arcanol FOOD-OIL1) น้ํามันโซ่สําหรับอุตสาหกรรมอาหาร

ช่ือ ค่า
ระบบขับเคล่ือน เซลล์สร้างไฮโดรเจน-แก๊ส

(เซลล์แห้ง)
แรงดันในการทํางาน � 5 bar

การต้ังค่า อย่างต่อเน่ืองต้ังแต่
1 เดือน ถึง 12 เดือน

อุณหภูมิในการทํางาน –20 °C ถึง +55 °C
(อุณหภูมิแวดล้อม)

ระดับการป้องกัน IP68

ระยะเวลาในการจัดเก็บ 2 ปี (ต้ังแต่วันท่ีผลิต)
อุณหภูมิในการจัดเก็บ +15 °C ถึง +25 °C

น้ําหนัก เต็ม รุ่น 60 cm3: �115 g
125 cm3: �190 g

ไม่มีสารหล่อล่ืน รุ่น 60 cm3: �60 g
125 cm3: �75 g

การกําจัดท้ิง
คําเตือน!

มีความเส่ียงต่อการระเบิดหากกําจัดอย่างไม่ถูก
ต้อง! ห้ามให้ส่วนขับดันสัมผัสกับเปลวไฟหรือความร้อน
สูงโดยเด็ดขาด!
▸ ถอดแยกช้ินส่วนอุปกรณ์ท่ีไม่มีสารหล่อล่ืน แล้วกําจัด

ท้ิงตามข้อบังคับในท้องถ่ิน, uq17

ใบรับรอง
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q20 ใบรับรองแสดงความสอดคล้องตามมาตรฐานข
องสหภาพยุโรป (EU Declaration of Conformity)

อุปกรณ์เสริม
#1 ช้ินส่วนเช่ือมต่อ, 45°
#2 ช้ินส่วนเช่ือมต่อ, 90°
#3 ช้ินส่วนเช่ือมต่อ, ระหว่างหัวบรรจุของป๊ัมสูบจาก

ถังและดุมเติมสารหล่อล่ืน #22
#4 ข้อต่อท่อ, สามารถหมุนได้
#5 ดุมสําหรับเช่ือมต่อ
#6 ดุมลดเกลียว
#7 ส่วนขยาย
#8 ข้อต่อท่อ, สําหรับท่อขนาด � 8 mm
#9 ข้อต่อท่อ, สําหรับท่อขนาด � 8 mm
#10 ท่อ, ไม่อัดจาระบี, โปร่งแสง
#11 แคลมป์ยึด, สําหรับอุปกรณ์จ่ายสารหล่อล่ืน
#12 ฐานแม่เหล็ก, สําหรับแคลมป์ยึด
#13 วาล์วกันกลับ, G1/4
#14 แปรง, กลม, 25 mm
#15 แปรงสําหรับอุตสาหกรรมอาหาร,

ส่วนเช่ือมต่อด้านบน
#16 แป้นยึด, สําหรับอุปกรณ์จ่ายสารหล่อล่ืน
#17 ฝาครอบป้องกัน, สําหรับอุปกรณ์จ่ายสารหล่อล่ืน
#18 ข้องอ, สําหรับ แป้นยึด (#16) หรือดุมยึด (#19)
#19 ดุมยึด
#20 หัวจ่ายสารหล่อล่ืน, สําหรับจ่ายและเติมท่อจาระบี
#21 หัวเติมจาระบี, สําหรับเติม อุปกรณ์จ่ายสารหล่อล่ืน

ด้วยปืนอัดจาระบี
#22 หัวเติมจาระบี, สําหรับเติมอุปกรณ์จ่ายสารหล่อล่ืน

ด้วยป๊ัมสูบจากถัง
#23 ข้อต่อ2ทางร่วม, สําหรับเพ่ิมปริมาณการหล่อล่ืน

และระยะเวลาในการจ่ายเป็นสองเท่า
#24 ฝาปิด, พลาสติก
#25 ล้ินวาล์วกันกลับ, พลาสติก
#26 แหวนซีล, พลาสติก
#27 ชุดสําหรับการเติมอีกคร้ัง, ประกอบด้วยส่วนขับ

ดัน สเกล ฝาปิดและฉลากกาว
#28 อุปกรณ์จ่ายสารหล่อล่ืนอัตโนมัติ, 60 cm3

#29 อุปกรณ์จ่ายสารหล่อล่ืนอัตโนมัติ, 125 cm3

Schaeffler Manufacturing (Thailand) Co., Ltd.
390/1 Moo 2,
WHA Chonburi Industrial Estate 2
Khao Kan Song, Siracha
Chonburi 20110
Thailand
www.schaeffler.co.th
marketing_th@schaeffler.com
Tel. +66 33 079 868

เราได้เขียนและตรวจสอบข้อมูลท้ังหมดอย่างละเอียด แต่เราไม่สามารถรับ
ประกันได้ว่าจะไม่มีข้อผิดพลาด ขอสงวนสิทธ์ิในการแก้ไขความถูกต้อง ดัง
น้ัน โปรดตรวจสอบเสมอว่า มีข้อมูลล่าสุดหรือประกาศการเปล่ียนแปลง
หรือไม่ เอกสารพิมพ์เผยแพร่ฉบับน้ีใช้แทนท่ีข้อมูลท่ีเบ่ียงเบนท้ังหมดจาก
เอกสารพิมพ์เผยแพร่พิมพ์ฉบับเดิม สามารถพิมพ์ซํา ้ท้ังหมด รวมถึงบาง
ส่วนเม่ือได้รับอนุญาตจากเราเท่าน้ัน
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Lưu ý về hướng dẫn vận hành
Ký hiệu

C Ả NH BÁO!
Việc không tuân thủ sẽ dẫn đến tử vong hoặc thương 
tích nặng!
LƯU Ý

Việc không tuân thủ sẽ dẫn đến thiệt hại hoặc trục 
trặc chức năng trên sản phẩm hoặc cấu trúc xung 
quanh!
Lưu ý về pháp lý
Thông tin trong bản hướng dẫn này có hiệu lực kể từ 
tháng 9 năm 2021.
Không được phép thay đổi trái phép và sử dụng thiết 
bị sai mục đích. Schaeffler không chịu trách nhiệm 
pháp lý trong vấn đề này.
Bộ bôi trơn CONCEPT1 được chứng nhận theo chỉ thị 
ATEX và với IECEx. Các thay đổi đối với sản phẩm hoặc 
việc sử dụng các phụ kiện không được chứng nhận 
theo chỉ thị hoặc tiêu chuẩn này sẽ làm mất hiệu lực 
của chứng nhận này.

Mục đích sử dụng
Bộ bôi trơn tự động CONCEPT1 được sử dụng để bôi 
trơn vòng bi và khớp cầu, xích, thanh dẫn hướng và 
hộp số.

Mô tả
Thành phần uq2:
� Đơn vị dẫn động
� Thang đo
� Nắp
� Vỏ
� Khoang chân không
� Pít-tông
� Chất bôi trơn
	 Cửa xả

Hướng dẫn an toàn
Nếu bộ bôi trơn được đưa vào hoạt động khi chưa
mở nó ra, hoặc nếu các ống dẫn chất bôi trơn bị tắc, 
áp suất lên đến khoảng 5 bar có thể hình thành trong 
bộ bôi trơn. Khi áp suất đạt khoảng 6 bar, bộ bôi trơn 
tại điểm phân lớp định mức sẽ gây nổ giữa vỏ và 
phễu. Áp suất phía sau pít-tông giãn ra và dầu mỡ có 
thể thoát ra tại điểm phân lớp định mức.
Khi đổ đầy bộ bôi trơn, phải lưu ý rằng nó có thể bị phá 
hủy do áp suất tối đa có thể đạt được của ống bơm 
dạng tay gạt là (400 bar), nếu áp suất tiếp tục tăng khi 
bộ bôi trơn đầy.
Chỉ được phép sử dụng các phụ kiện có chứng nhận, 
đáp ứng các yêu cầu chống cháy nổ cho ứng dụng 
tương ứng.

C Ả NH BÁO!
Tại các ứng dụng trong môi trường dễ cháy nổ, nguy 
cơ phóng tĩnh điện hoặc phóng điện hình chổi trên bề 
mặt của chất bôi trơn có thể xảy ra! Các biện pháp 
phòng ngừa thích hợp phải được thực hiện để giảm 
thiểu rủi ro!
Chỉ dùng khăn ẩm để lau sạch bộ bôi trơn!
Không để bộ bôi trơn tiếp xúc với bất kỳ dòng không 
khí nào có thể dẫn đến hiện tượng nạp tĩnh điện của 
bộ bôi trơn!

Lắp đặt và đưa vào vận hành
Chiều dài tối đa cho phép của cáp kết nối là 0.5 m, 
đường kính trong khuyến nghị là 6 mm đến 8 mm. 
Không được phép sử dụng ở chỗ hẹp và góc nhọn, 
điện trở đường dây phải được giảm thiểu.
Chỉ được phép sử dụng bộ bôi trơn để cung cấp cho 
một điểm bôi trơn. Không cho phép phân nhánh.
Trụ đỡ lắp ráp (#16) phải được sử dụng khi có rung 
động mạnh hoặc gia tốc cao.
Đưa vào vận hành:
▸ Nạp đầy điểm bôi trơn và đường ống cung cấp bất

kỳ bằng cùng một loại chất bôi trơn có trong bộ bôi
trơn uq3.

▸ Nhập ngày thay tiếp theo trên nhãn uq4.
▸ Kích hoạt bộ bôi trơn bằng cách cài đặt thời gian

phân phối. Muốn vậy, hãy đặt thời gian phân phối
trên đơn vị dẫn động bằng chìa vặn hoặc bằng
đồng xu theo thông tin trong các bảng uq5.

▸ Mở cửa xả chất bôi trơn. Đối với ống dẫn đầy mỡ,
hãy tháo nắp bịt khỏi bộ bôi trơn đã nạp đầy mỡ.
Đối với bộ bôi trơn được nạp đầy dầu, chỉ được cắt
bớt vòi nhô ra cho đến khi nhìn thấy một điểm nhỏ,
màu đen uq6.

▸ Vặn vít bộ bôi trơn đến điểm bôi trơn. Nếu cần, hãy
dùng phụ kiện uq7.

Cài đặt thời gian phân phối
Thời gian phân phối và lượng phân phối được cài
đặt trên đơn vị dẫn động tùy thuộc vào nhiệt độ môi 
trường.
e17 ARCALUB-C1-60

+ Sử dụng ARCALUB-C1-125.
‒ Đã đạt lượng phân phối ít nhất có thể.

e18 ARCALUB-C1-125

+ Sử dụng đầu nối 2ngăn.
‒ Sử dụng ARCALUB-C1-60.

Các giá trị được xác định trong điều kiện phòng thí 
nghiệm với dòng ra tự do. Thời gian phân phối bị đặc 
biệt ảnh hưởng bởi sức cản và đối áp trong hệ thống 
đường ống, nhiệt độ môi trường và độ nhớt của chất 
bôi trơn.
Có thể điều chỉnh thời gian phân phối hoặc tắt hoàn 
toàn bộ bôi trơn trong khi vận hành.
Sau khi hết thời gian phân phối, phải thay bộ bôi trơn 
ngay cả khi nó chưa cạn hoàn toàn.

สถาบัน ใบรับรอง
TÜV SÜD Produkt Service 
GmbH, Germany

ตามข้อตกลง

DEKRA Certification B.V.,
Netherlands

DEKRA 20ATEX0032X

IECEx DEK 21.0038X

II 1G Ex ia IIC T6 Ga

II 1D Ex ia IIIC T20080 °C Da

I M1 Ex ia I Ma
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Nhiệt độ Thời gian phân phối theo tháng
1 3 6 9 12

Lượng phân phối theo cm3/d

2 0.67 0.33 0.22 0.17

°C Cài đặt
–20 + 2 4 6.5 8

+4 + 2.5 5.5 9 10.5

+20 1 3 6 9 12

+40 1 3 6.5 9.5 –
+55 1 3.5 7 10.5 –

Nhiệt độ Thời gian phân phối theo tháng
1 3 6 9 12

Lượng phân phối theo cm3/d

4.17 1.39 0.69 0.46 0.35

°C Cài đặt
–20 + 2 4 6.5 8.5

+4 + 2.5 5.5 8 10.5

+20 1 3 6 9 12

+40 1 3 6.5 9.5 –
+55 1 3.5 7 10 –

Thời gian khởi động
Thời gian khởi động là khoảng thời gian từ khi kích 
hoạt đến khi ra chất bôi trơn lần đầu tiên. Thời gian 
này phụ thuộc vào thời gian phân phối đã cài đặt và 
nhiệt độ môi trường xung quanh.
Khi nhiệt độ xung quanh là +20 °C và thời gian phân 
phối đã cài đặt là 12 tháng, thời gian khởi động là một 
tuần. Khi nhiệt độ là –20 °C, thời gian khởi động tăng 
gấp đôi.
Để giảm thời gian khởi động, thời gian phân phối có 
thể được cài đặt thành một tháng (trong một đến hai 
ngày) và chỉ sau đó mới đặt đến thời hạn mong muốn.

Nạp mỡ bôi trơn lần đầu
▸ Ví dụ, đẩy pít-tông ra trước hoàn toàn bằng một

thanh nhựa theo hướng lỗ xả uq8.
▸ Vặn vít vòi nạp thêm (#21 hoặc #22) vào ống bơm

mỡ hoặc cổ miệng rót của bơm hình trống uq9.
▸ Đặt bộ bôi trơn rỗng lên vòi nạp thêm uq9.
LƯU Ý

Nổ bộ bôi trơn khi áp suất vượt quá 6 bar! Khi bộ bôi 
trơn được nạp đầy hoàn toàn, hãy kết thúc quá trình 
nạp ngay và không tăng áp suất thêm nữa!
▸ Ép mỡ vào bộ bôi trơn cho đến khi pít-tông được

đẩy lùi hoàn toàn. Khi đó đảm bảo rằng không có
rỗ khí trong chất bôi trơn uq9.

▸ Đóng bộ bôi trơn bằng nắp bịt uq10.
▸ Vặn vít đơn vị dẫn động vào, khi đó lưu ý rằng vòng

chữ O được đặt đúng vị trí uq11.
Mô-men xoắn siết: 1.5 Nm đến 2 Nm.

▸ Căn chỉnh vạch „0“ của thang đo với đầu mũi tên
và ấn vào thang đo bằng tay uq12.

▸ Ấn nắp bằng tay uq12.
▸ Ghi chú lại tên chất bôi trơn, lô và ngày nạp trên

nhãn uq13.

Nạp dầu lần đầu
▸ Ví dụ, đẩy pít-tông ra sau hoàn toàn bằng một

thanh nhựa theo hướng đơn vị dẫn động uq14.
▸ Dùng phễu để nạp dầu tới mép dưới của lỗ xả
uq15.

▸ Đặt nút bịt van một chiều màu vàng uq16.
▸ Lắp đơn vị dẫn động, thang đo và nắp và ghi trên

nhãn:
như khi nạp mỡ bôi trơn lần đầu, từ uq11.

Nạp lại mỡ bôi trơn hoặc dầu
▸ Tháo nắp.
▸ Tháo thang đo và đơn vị dẫn động, xử lý chúng

theo quy định của khu vực.
C Ả NH BÁO!

Nguy cơ phóng tĩnh điện của bộ bôi trơn trong môi 
trường dễ cháy nổ do nạp tĩnh điện khi vệ sinh!
Chỉ dùng khăn ẩm để lau sạch bộ bôi trơn!
▸ Làm sạch bộ bôi trơn và kiểm tra độ hư hỏng có

thể có.
▸ Khi nạp lại dầu:

Chuẩn bị sẵn nút bịt van một chiều
(nút bịt đã sử dụng không được sử dụng lại).

▸ Quy trình khác:
như khi nạp lần đầu.

LƯU Ý
Trục trặc chức năng khi nạp chất bôi trơn không
phù hợp (Mỡ hoặc dầu)! Chỉ sử dụng chất bôi trơn, 
được Schaeffler phê duyệt để sử dụng cho bộ bôi trơn 
CONCEPT1! Đối với mỡ, hãy đảm bảo độ ổn định tốt, 
chống chảy dầu nền và có độ đặc thấp (� NLGI 2)!
Nếu khách hàng tự nạp dầu cho Bộ bôi trơn 
CONCEPT1 và không nạp đúng cách hoặc sử dụng 
chất bôi trơn chưa được Schaeffler phê duyệt cho bộ 
bôi trơn này, bảo hành hoặc các khiếu nại khác của 
khách hàng đối với Schaeffler liên quan đến sự cố 
hoặc trục trặc bộ bôi trơn sẽ mất hiệu lực. Nếu có thắc 
mắc, hãy liên hệ với Schaeffler.

Tổng quan chất bôi trơn
Nạp lại chất bôi trơn, hãy nạp chất bôi trơn Arcanol 
hiệu suất cao của Schaeffler.
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1) Chỉ dành cho ARCALUB-C1-125.

• Bảng dữ liệu an toàn của chất bôi trơn:
– www.schaeffler.de/sds

• Bảng dữ liệu kỹ thuật của chất bôi trơn:
– www.schaeffler.de/std/1F42

Nếu không chắc chất bôi trơn có phù hợp với bộ
bôi trơn hay không, vui lòng liên hệ với Schaeffler:
• Email: info.de@schaeffler.com

Dữ liệu kỹ thuật
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Xử lý loại bỏ
C Ả NH BÁO!

Nguy cơ nổ nếu xử lý loại bỏ không đúng cách!
Không được để đơn vị dẫn động tiếp xúc với lửa hoặc 
nhiệt độ quá cao!
▸ Tháo thiết bị cạn và xử lý chúng theo quy định của

khu vực, uq17.

Chứng nhận
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q21 Tuyên bố về sự phù hợp EU

Phụ kiện
#1 Chi tiết nối, 45°
#2 Chi tiết nối, 90°
#3 Chi tiết nối, giữa cổ miệng rót của bơm hình 

trống và vòi nạp thêm #22
#4 Bộ phận nối ống mềm, có thể xoay
#5 Ống nối
#6 Vòi thuôn nhỏ
#7 Phần nối dài
#8 Bộ phận nối ống mềm, cho ống mềm � 8 mm
#9 Bộ phận nối ống mềm, cho ống mềm � 8 mm
#10 Ống mềm, chưa nạp, trong suốt
#11 Kẹp giữ, cho bộ bôi trơn
#12 Chân nam châm, cho kẹp giữ
#13 Van một chiều, G1/4
#14 Bàn chải, tròn, 25 mm
#15 Bàn chải cho ngành công nghiệp thực phẩm,

đầu nối trên
#16 Trụ đỡ lắp ráp, cho bộ bôi trơn
#17 Chụp bảo vệ, cho bộ bôi trơn
#18 Góc gắn, trụ đỡ lắp ráp (#16) hoặc vòi gắn (#19)
#19 Vòi gắn
#20 Vòi bôi trơn, để bôi trơn và nạp đầy các ống dẫn 

mỡ
#21 Vòi nạp thêm, để nạp bộ bôi trơn có ống bơm 

mỡ
#22 Vòi nạp thêm, để nạp bộ bôi trơn có bơm dạng 

trống
#23 Đầu nối 2 ngăn, để tăng gấp đôi lượng cung cấp 

hoặc thời gian cung cấp
#24 Nắp bịt, nhựa
#25 Nút bịt van một chiều, nhựa
#26 Vòng bít, nhựa
#27 Bộ nạp lại, chứa đơn vị dẫn động, thang đo,

nắp bịt và nhãn dán
#28 Bộ bôi trơn tự động, 60 cm3

#29 Bộ bôi trơn tự động, 125 cm3

Công ty TNHH Schaeffler Việt Nam
Lô 516, đường số 13, KCN Amata
Biên Hòa, Đồng Nai 810000
Việt Nam
www.schaeffler.vn
svcinfo@schaeffler.com
Tel: +84 28 2220 2777

Tất cả thông tin đã được chúng tôi tạo và kiểm tra kỹ lưỡng, nhưng
 chúng tôi không thể đảm bảo rằng hoàn toàn không có sai sót.
Chúng tôi bảo lưu quyền chỉnh sửa. Do đó, hãy luôn kiểm tra xem
có thêm thông tin cập nhật hoặc các thay đổi hay không. Ấn phẩm
này thay thế tất cả các thông tin sai lệch của các ấn phẩm cũ.
Việc in lại, cho dù là một phần, phải có sự cho phép của chúng tôi.

Schaeffler Technologies AG & Co. KG
BA 69-03 / 01 / 0m-0M / 2021-11

Chất bôi trơn Sử dụng
Arcanol MULTI2 Mỡ đa năng cho vòng bi cầu với đường 

kính ngoài tới 62 mm

Arcanol MULTITOP Mỡ đa năng cho ổ bi và ổ lăn
(phạm vi nhiệt độ được mở rộng)

Arcanol LOAD1501) Mỡ cho tải trọng gia tăng
Arcanol LOAD220 Mỡ cho tải trọng cao
Arcanol LOAD400 Mỡ cho tải trọng cực cao (NLGI 2)
Arcanol LOAD4601) Mỡ cho tải trọng cực cao (NLGI 1)
Arcanol TEMP110 Mỡ cho nhiệt độ cao
Arcanol FOOD2 Mỡ cho ngành công nghiệp thực

phẩm
Arcanol CHAIN-OIL Dầu xích
Arcanol FOOD-OIL1) Dầu xích cho ngành công nghiệp thực 

phẩm

Tên Giá trị
Hệ thống dẫn động Pin sinh khí hydro (Pin khô)
Áp suất vận hành � 5 bar

Cài đặt liên tục 1 月 đến 12 
Nhiệt độ vận hành –20 °C đến +55 °C (Môi trường)
Kiểu bảo vệ IP68

Thời gian bảo quản 2 年 (từ ngày sản xuất)
Nhiệt độ bảo quản +15 °C đến +25 °C

Trọng lượng đầy Thiết kế 60 cm3: �115 g
125 cm3: �190 g

cạn Thiết kế 60 cm3: �60 g
125 cm3: �75 g

Tổ chức Chứng nhận
TÜV SÜD Produkt Service 
GmbH, Germany

theo yêu cầu

DEKRA Certification B.V.,
Netherlands

DEKRA 20ATEX0032X

IECEx DEK 21.0038X

II 1G Ex ia IIC T6 Ga

II 1D Ex ia IIIC T20080 °C Da

I M1 Ex ia I Ma
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